
活動報告 

団 体 名 災害救援ＮＰＯレスキューアシスト 

活 動 名 熊本地震で被害にあった自宅で暮らす要援護者の生活を守る活動 

活動期間 2017年 4月～2017年 12月 

活動の成果 

・4月～8月  
もやいハウス（ボランティア活動するための拠点地・西原村）での活動の成果  
拠点を作ることによって、全国からボランティアを募ることができ、より多く

のニーズを解決することができました。また、住人さんが直接依頼を持ち込んで
くることができ、住人さん同士も顔を合わすこともでき、コミュニケーションも
深めることができました。  
・8月～現在  
新聞に掲載されることによって、より多くの被災者に情報を知ってもらうこと

ができました。そして、私たちも見えない被災者に手を差し伸べることができま
した。  
今年は台風も多く、貼っていたブルーシートが台風ではがれ、再度ブルーシー

トの貼り直しや手直しなどを行いました。7 月以降、この作業ができる支援団体

は熊本で当団体のみでした。  
自身も被災者だったが、共にボランティア活動し、現在は当団体のボランティ

アコーディネーターとして熊本の為に活躍してくれている仲間ができました。 

寄付者への 

メッセージ 

皆様のご協力、あたたかいお心のおかげさまで私共は今日まで活動できており
ます。厚くお礼申し上げます。 

1 年 8 カ月経った今でも困っている方々はいらっしゃいます。皆様の善意を無
駄にしないよう、少しでも困っている方々の為に力を尽くしてまいります。 

（活動のようす） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 


